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がつ
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） 

（棕櫚
しゅろ

の主
しゅ

日
じつ

・受難
じゅなん

の主
しゅ

日
じつ

） 
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 棕櫚
しゅろ

の主
しゅ

日
じつ

・受難
じゅなん

の主
しゅ

日
じつ

（赤
あか

） A年 

 2026年 3月29日（日）No.52 

 

 前 奏
ぜ ん そ う

 

 招きの詞
まねきのことば

 ヨハネ
よ は ね

の手紙
てがみ

Ⅰ 3 章
しょう

 16節
せつ

 

 讃 美 歌
さ ん び か

 82「ダビデ
だ び で

の子
こ

、ホサナ
ほ さ な

」 

 リタニー
り た に ー

 3月
がつ

（ 私
わたし

を背
せ

負
お

って） 

 お 祈 り
お い の り

 

 聖 書
せ い し ょ

 マタイによる福音書
ふくいんしょ

27 章
しょう

32節
せつ

－44節
せつ

 

 お 話 し
お は な し

 「 イエス
い え す

さまの十字架
じゅうじか

 」 

 お 祈 り
お い の り

  うらかみ みちる 

 奉 献
ほ う け ん

 24－2「まごころこめ」 

 主の祈り
しゅのいのり

  

 讃 美 歌
さ ん び か

 250「たたえよ、しゅのたみ」 

 祝 祷
し ゅ く と う

 

 後 奏
こ う そ う

 

 

 

 

し か い うらかみ みちる 

そうがく しおた ひさし 

招きの詞 

 「御子は私たちのために命を捨ててくださいました。 

  それによって、私たちは愛を知りました。」 

（ヨハネの手紙Ⅰ 3章16節）  
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3月 リタニー
り た に ー

（ 私
わたし

を背負
せ お

って） 
 

司会者 私
わたし

を背負
せ お

って 

みんな イエス
い え す

さまが十字架
じゅうじか

に向
む

かいます 

司会者 私
わたし

の悲
かな

しみを背
せ

負
お

って 

みんな イエス
い え す

さまが十字架
じゅうじか

に向
む

かいます 

司会者 私
わたし

のおそれを背
せ

負
お

って 

みんな イエス
い え す

さまが十字架
じゅうじか

に向
む

かいます 

司会者 私
わたし

の弱
よわ

さを背負
せ お

って 

みんな イエス
い え す

さまが十字架
じゅうじか

に向
む

かいます 

司会者 神
かみ

さま、十字架
じゅうじか

の先
さき

にある復活
ふっかつ

を 

みんな 今
いま

、信
しん

じさせてください 

司会者 イエス
い え す

さまのお名
な

前
まえ

によって 

（一緒に） アーメン 

 

 

（『季刊 教師の友 2026年1、2、3月』、日本キリスト教団出版局、2025年 1月1日、23頁。） 
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マタイによる福音書 27章 32節－ 44節 
 

 
32

 兵士たちは出て行くと、シモンという名前のキレネ人に出

会ったので、この人を徴用し、イエスの十字架を担がせた。
33

 そ

して、ゴルゴタという所、すなわち「されこうべの場所」に着く

と、
34

 胆汁を混ぜたぶどう酒を飲ませようとしたが、イエスは

なめただけで、飲もうとされなかった。
35

 彼らはイエスを十字

架につけると、くじを引いてその衣を分け合い、
36

 そこに座っ

て見張りをしていた。
37

 イエスの頭の上には、「これはユダヤ

人の王イエスである」と書いた罪状書きを掲げた。
38

 同時に、

イエスと一緒に二人の強盗が、一人は右にもう一人は左に、十字

架につけられた。
39

 そこを通りかかった人々は、頭を振りなが

らイエスを罵って、
40

 言った。「神殿を壊し、三日で建てる者、

神の子なら、自分を救ってみろ。そして十字架から降りて来い。」

41
 同じように、祭司長たちも律法学者たちや長老たちと一緒に、

イエスを侮辱して言った。
42

 「他人は救ったのに、自分は救え

ない。イスラエルの王だ。今すぐ十字架から降りるがいい。そう

すれば、信じてやろう。
43

 彼は神に頼ってきた。お望みならば、

神が今、救ってくださるように。『私は神の子だ』と言っていた

のだから。」
44

 一緒に十字架につけられた強盗たちも、同じよ

うにイエスを罵った。
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お祈
いの

り（祈祷
きとう

課題
かだい

）と献金
けんきん

 
 
 「奉献

ほうけん

」は、神
かみ

さまへの感謝
かんしゃ

の気
き

持
も

ちをあわせて献金
けんきん

をさ

さげます。そして、私
わたし

たちの 心
こころ

の中
なか

にある、たくさんの思
おも

い

と祈
いの

りをこめて、さんびかを歌
うた

います。 

 今 週
こんしゅう

は、次
つぎ

のことを みんなで祈
いの

ってみましょう。 
 

・世界
せかい

の平和
へいわ

のために（ウクライナ
う く ら い な

、パレスチナ
ぱ れ す ち な

、イラク
い ら く

のために） 

・神
かみ

さまの恵
めぐ

みが、この世界
せかい

に満
み

ちあふれますように 

・ ＜家族
かぞく

と一緒
いっしょ

に、今
こん

週
しゅう

のお祈
いの

りを考
かんが

えてみましょう♪＞ 
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主
しゅ

の祈
いの

り 

 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ、 

ねがわくは み名
な

をあがめさせたまえ。 

み国
くに

を来
き

たらせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ。 

我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を、今日
きょう

も与
あた

えたまえ。 

我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を 

我
われ

らがゆるすごとく、 

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ。 

我
われ

らをこころみにあわせず、 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ。 

国
くに

と力
ちから

と栄
さか

えとは 

限
かぎ

りなくなんじのものなればなり。 

アーメン。 
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